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【経営理念】 

人間力を高め、夢と希望を育み、笑顔あふれる学校 
～「ABC」(A あたりまえのことを B ばかにしないで C ちゃんとやる)～ 

 評価  【学校運営協議会・会長】 

学校運営協議会（学校評価分） 

第１回  令和７年 ７月１０日（木） 

第２回  令和７年１２月１８日（木） 

第３回  令和８年 ３月 ５日（木） 

Ａ  十分に達成している。（80%以上）  

Ｂ  概ね達成している。（60%以上）  

Ｃ  あまり十分でない。（40%以上）  

項目 計画・取組 自己評価（令和７年１２月１６日現在） 学校関係者評価 

重点目標 具体的取組 評価指標・目標値 到達度（％） 評価 分析コメント 今後の改善方策 意見 評価 

確
か
な
学
力
の
向
上 

「全国学力・学習状況調

査」並びに東京都及び本市に

よる「児童・生徒の学力向上

を図るための調査」等を通し

て、児童・生徒の学力の定着

状況及び「学びに向かう力」

等に関する意識を把握・分析

する。   

◇習熟の時間を活用して、基礎学力の

定着を図る。 

○ベーシック･ドリル診断テス 

 トにて、全児童の正答率が７

割を上回っている。 

31 
(△９) 

C 

正答率は 7 割未満だった。一方で、今年

度から、算数に限らず、習熟の時間に児童

の実態に応じた内容に取り組ませることで

基礎学力の定着を実感する児童が微増し

た。 

習熟の時間において、算数に限ら

ず、児童の学習状況に応じた内容を取

り入れ、学力向上を図る。あわせて、

効果的な学習内容や指導法を校内で共

有し、学習の質を高める。 

概ね評価できる。習熟の時

間の学習内容を工夫し、学力

を向上させてもらいたい。 

A 

◇期末テストを実施して、学習内容の

定着を図る。 

【全校共通】市学力調査にて、

（小５・中２）の平均正答率が

同一学習集団 の前年度値（小

４・中１時）を上回っている。 

21 
（▼26） 

C 

保護者から肯定的な評価を多く得た。一

方で、期末テストを負担に感じ、学習意欲

を失う児童も少なくなかった。学習の動機

づけとして行う効果は限定的だった。 

来年度は、期末テストを廃止する

が、各学級では、漢字５０問テストや

算数のたしかめテストを継続するとと

もに、放課後学習教室の充実を図る。 

小テストや単元テストで、

理解不足を早期に把握し、学

習支援に努めてもらいたい。 

A 

豊
か
な
心
の
育
成 

いじめ防止対策推進条例に基

づき、いじめの未然防止及び早

期発見、早期解決に向けた取組

を推進する。 

あらゆる偏見や差別をなくす

ため、全ての教育活動を通して

人権教育を推進するとともに、

学校・家庭・地域、関係機関と

連携し、児童・生徒にいじめは

絶対に許されないことを徹底し

て指導する。 

◇週１回の生活指導夕会に合わせて、

学年内で、いじめ認知の確認と、報

告・協議を行う。 

◇月１回開催する特別支援校内委員会

兼いじめ防止対策委員会で、いじめ

認知の確認と、報告・協議を行う。 

○児童アンケートや保護者アン

ケートにおいて、肯定的評価

の割合が７割を上回ってい

る。 

94 
（▼３） 

A 

生活指導夕会や特別支援校内委員会で、

いじめの認知確認や報告、協議を行ってい

る。一方で、昨年度同様、保護者からは学

校のいじめ対策が「わからない」という回

答が多く寄せられた。学校の取組を周知し

ていくことが求められる。 

校内でのいじめ認知・報告・対応協

議は継続して行う。保護者には、年度

初めの保護者会で「いじめ防止対策基

本方針」や対策内容を説明し、学校ホ

ームページにも掲載して周知する。 

概ね評価できる。今後、保

護者や地域にいじめ撲滅への

取組の内容や成果を積極的に

周知してもらいたい。 

A 

◇「挨拶の励行」を推進する。（随時） 

◇【徳育科】指導法、評価方法、指導

資料や教材の開発を柱に、豊かな心

の育成を図る。 

◇校外学習を徳育科の実践の場と捉え

感謝の気持ちを言葉や態度で表せる

ようにする。 

○児童アンケートや保護者アン

ケートにおいて、肯定的評価

の割合が７割を上回ってい

る。 

○教員の自己評価において、肯

定的評価の割合が７割を上回

っている。 

81 
（▼10） 

A 

児童や保護者から 7 割以上の肯定的評価

を得た。教員は手本となって、率先して挨

拶や礼儀作法の指導を行っている。校外学

習では、挨拶礼儀を重んじる児童の姿が見

られた。一方で、日常場面で自ら挨拶する

ことには課題が残されている。 

挨拶は、徳育科の授業だけでなく、

学校生活全体で肯定的に捉えられる必

要がある。そのため、より一層の声掛

けや「あいさつ運動」、朝の会、授業の

始まりと終わりの挨拶の習慣化など、

様々な取り組みを進めていく。 

概ね評価できる。常に教師

自らも人格を磨きながら、挨

拶や人権尊重の指導を徹底

し、児童同士の関係性をより

良くしてもらいたい。 

A 

健
や
か
な
体
の
育
成 

児童・生徒一人一人の体力の

向上及び健康の保持増進を図る

ため、学校・家庭及び地域が連

携した体力向上策を推進する。 

◇検診の際に行う保健講話により意識

付けを図る。 

◇「ほけんだより」を発行して、保護

者へ健康の保持増進について啓発す

る。 

○児童アンケートや保護者アン

ケートにおいて、肯定的評価

の割合が７割を上回ってい

る。 

88 
（▼４） 

A 

児童や保護者から 7 割以上の肯定的評価

を得た。児童には、保健講話を実施し、健

康意識の向上を促した。保護者には、「ほ

けんだより」を通じて健康啓発を行った。

一方で、デジタル配信によるお便りの未読

や、手洗い・うがいの徹底不足があった。 

今年度の取り組みを継続するととも

に、教室掲示用の「ほけんだより」を

作成し、児童の健康への意識を高め

る。保健委員会では児童の健康課題を

取り上げ、関連する活動を行う。 

高く評価できる。児童向け

にも季節ごとの健康課題や感

染症予防等の情報を発信し、

健康意識を高めてほしい。 

A 

◇中休みの外遊びの奨励、長縄集会、

体力向上月間、学級全員遊びの機会

を充実させる。 

◇ＯＪＴ夕会で体育指導を扱い、体育

授業の充実を図る。 

【全校共通】全国体力・運動能力、
運動習慣等調査（小５・中２）にお

いて総合評価「Ｃ」以上の割合が６
０％以上又は総合評価「Ｃ」以上の
割合が令和６年度調査との比較で向

上している。 

75 
（▼１３） 

B 

体力調査総合評価「C」以上の割合は

60％を超え、前年度との比較でも向上が見

られた。外遊びを推奨し、長縄集会や体力

向上月間に取り組むことで、運動する習慣

の定着を図った。一方で、外遊びに対する

肯定的評価は高学年になるほど低下した。 

今年度の取り組みを継続するととも

に、高学年には難易度や達成感のある

遊びを紹介する。保健の授業を通し

て、外遊びが体力増進やストレス解消

に繋がることを意識させる。 

高く評価できる。今後も、

児童の体力向上のための活動

を継続してもらいたい。 

A 

ま
ち
づ
く
り
学
習
の
充
実 

保護者や地域の方と連携・協

力し、市の発展や課題について

考え、問題解決に取り組む地域

に根差した探究的な学習を通し

て、地域を知り、地域を大切に

する思いを育むとともに、主体

的に考え、自ら行動する力や他

者と協働しながら挑戦する力等

の育成を目指す。 

◇地域人材を活用した授業を積極的に

行うことで、地域との関わりを感じ

させ、地域の一員として生きていこ

うとする態度を養う。 

○児童アンケートや保護者アン

ケートにおいて、肯定的評価

の割合が７割を上回ってい

る。 

50 
（△２５） 

B 

保護者から約６割の肯定的評価を得た。

地域の方と積極的に連携し、教育活動を進

めたことにより、「まちをよりよくした

い」と回答した児童が 8 割を超えた。 

毎年まちづくり学習については、実

践が重ねられ、改善している。各学年

の実践の詳細（実施案等）を、次年度

に確実に引き継いでいく。 

高く評価できる。地域人材

との活動を継続し地域との繋

がりを児童に実感させたい。 

A 

◇主に【総合的な学習の時間】を活用

して、地域の魅力を発信したり、社

会科とも関連させたりしながら自分

なりの「まちづくり」を提案する学

習を行う。 

【全校共通】学校評価アンケートの「学

校は『まちづくり学習』を通して、自ら

課題を設定して解決への見通しを考えた

り、考えたことを発表したりする学習を

推進している。」の項目について、肯定的

な回答を７０％以上 

53 
（▼１３） 

B 

保護者から 7 割の肯定的評価を得た。児

童が、学習内容に関心を示し、調べ学習を

熱心に行う姿が見られた。一方で、児童の

相手に伝える力を養うことや学びの成果を

保護者に伝えることに課題が残されてい

る。 

X や HP、学校便りで「まちづくり」

について発信していることを保護者に

改めて周知する。児童に効果的な伝え

方を指導し、発表会を積極的に開き、

優れた発表のよさを考えさせ、そのよ

さを自分の発表に取り入れさせる。 

概ね評価できる。発表の機

会を増やして、児童の主体性

と伝える力を育んでもらいた

い。「まちづくり」の情報発

信の取組は継続してほしい。 

B 


